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1 問題は 1ページから6ページまであり,これとは別に解答用紙が 1枚ある。

2 解答は,すべて別紙解答用紙の該当欄に書き入れること。  、・

3 答えに√ が含まれるときは,νけ を用いたままにしておくこと。
また,√ の中は最も小さい整数にすること。



(一)次 の計算をして,答えを書きなさい。

1 (-4)× (-6)

2(一

=)+=

3 2(2α 一み+4)― (α -2わ +3)

4 18χ 2ン 十(-4χン)× 2ン

5庸一十■4√

6(χ +5)(χ -2)+(χ +4)(χ -4)
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(二)次 の問いに答えなさい。

二次方程式 5χ2+3χ -2=0を解け。

ンはχに反比例し, ∬=3の ときν=2である。ンをχの式で表し,そのグラフをかけ。

3 大小 2つのさいころを同時に投げる。大きい方のさいころの出る日の数をα,小 さい方のさ
いころの出る日の数をゎとするとき, y2αわが整数になる確率を求めよ、。

4 3年生の 1組 と2組で10点満点の小テス トを実施した。下の図は,1組と2組のそれぞれの,
得点と人数の関係を表したものである。

(1)1組の中央値を求めよ。

(2)1組と2組を合わせた生徒全体のうち,得′点が 8点以上であった生徒は, 1組と2組を合

わせた生徒全体の何%か。小数第 2位を四捨五入して,小数第 1位まで求めよ。

(人 )

7

6

5

4

3

2

1

0

月

７

６

５

４

３

２

１

０

8 9 10(点 ) 2 3 4 5 6 7 8 9 10(点 )

1組 2組

-2-



5 下の図のように, 2点 A, Bと 直線θがある。 2点 A, Bを 通る直線より上倶1にあって,
△OABが正三角形となる点 0を解答欄に作図せよ。さらに,直線 θ上にあって,∠ APB=30°

となる点 Pを 1つ ,解答欄に作図せよ。ただし,作図に用いた線は消さずに残しておくこと。

●

Ｂ

●

Ａ

6 ある中学校でボランティア活動に参加したことがある生徒は,1年生では 1年生全体の25%,
2年生では 2年生全体の30%, 3年生では 3年生全体の40%で ,学校全体では生徒全体の32%

である。また,こ の中学校の生徒数は, 3年生は 2年生より15人多く, 1年生は240人である。

この中学校の 2年生と3年生の生徒数を求めよ。ただし,用いる文字が何を表すかを最初に書

いてから連立方程式をつくり,答えを求める.過程も書 くことも | |         :
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(三)下 の図 1の ような,直角をはさむ 2辺の長さが 6cmの直角二等辺三角形があり,こ の三角形
を下の図 2の ように,辺をχ cmずつ重ねてつないだときにできる図形 (図 2の太線で囲まれた

部分)について考える。ただし, 0<χ <3と する。

夕jえ ば, χ=2と して, 2個の三角形を重ねてつないだときにできる図形は,下の図 3の大線

で囲まれた部分である。

このとき,次の問いに答えなさい。

下の図 3の大線で囲まれた図形の面積を求めよ。

χ=2と して, ″4Elの 三角形を重ねてつないだときにできる図形の面積を″を使って表せ。

3 10個の三角形を重ねてつないだとき,で きる図形の面積が148cm2と なるようなχの値を

求めよ。

4 下の図 4の ように,χ =1と して,lo個の三角形を重ねてつないだときにできる図形の両
端の 2つの頂点をそれぞれA,Bと する。このとき,図 4の大線で示した折れ線の部分の長
さは,線分 ABの長さより何cm長いか求めよ。

図 2

χCm χCm χCm

図 3

図 1

図 4
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(四 )下 の図 1の ような長方形 ABCDを ,図 2の よう
とき,折 り目の線分をEF,頂点Aが移った点をG

このとき,次の問いに答えなさい。

△CDF≡ △GDEであることを証明せよ。

AB圭 5cm, AD=10cmと するとき,

(1)線分 EGの長さを求めよ。

(2)△ DEFの面積を求めよ。

に,頂点Bが頂点Dに重なるように折った

とする。

図 1
DA

CB

図 2
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に )下の図において,放物線①,②はそれぞれ関数ν=÷ ノ,y=夕 のグ
gfl彙
llξA,点Aは②上のχ>0の範囲を動く点である。点Aを通りν軸に平行な直線と(

点Aを通りχ軸に平行な直線と①との交点をcと する。

このとき,次の問いに答えなさい。

点 Aの χ座標が 2の とき,

(1)点 Bの ソ座標を求めよ。

(2)2点 B, Cを 通る直線の傾きを求めよ。

2 線分 AB, ACを 2辺とする長方形 ABDCを つくる。tt Aの χ座標を ′とするとき,

(1)点 Dの χ座標,ν 座標をそれぞれ ′を使って表せ。

(2)長方形ABDCが正方形となるような ′の値を求めよ。

(3)点 (3,2)が長方形 ABDCの 周上にあるのは,′ =Eヨ のときと,′ =E∃ のときで ある。

ア,イ に当てはまる数を,それぞれ書け。
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